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児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、
本

年
10
月
か
ら
、
事
業
所
内
保
育
所
な

ど
を
除
き
県
知
事
の
認
可
を
受
け
て

い
な
い
保
育
施
設
を
運
営
し
て
い
る
、

あ
る
い
は
運
営
を
さ
れ
よ
う
と
す
る

方
は
県
知
事
へ
の
届
け
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

兵
庫
県
県
民
生
活

部
福
祉
局
児
童
課
　
保
育
係

1
０
７
８
（
３
４
１
）
７
７
１
１

建
築
基
準
法
と
都
市
計
画
法
の
改

正
に
よ
り
、
従
来
60
％
と
規
定
さ
れ

て
い
た
第
一
種
住
居
地
域
、
第
二
種

住
居
地
域
、
準
住
居
地
域
、
準
工
業

地
域
、
工
業
地
域
お
よ
び
80
％
と
規

定
さ
れ
て
い
た
近
隣
商
業
地
域
の
建

ぺ
い
率
に
新
た
に
選
択
肢
が
加
わ
る

た
め
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
き
都
市
計

画
変
更
し
建
ぺ
い
率
を
指
定
し
ま
す
。

な
お
、
改
正
さ
れ
た
建
築
基
準
法

の
公
布
日
（
７
月
12
日
）
か
ら
６
カ

月
以
内
に
都
市
計
画
変
更
し
、
指
定

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
今
回

は
現
在
の
建
ぺ
い
率
を
そ
の
ま
ま
指

定
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
用
途
地

域
に
お
け
る
実
態
的
な
制
限
等
は
従

前
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
今
回
の
建
築
基
準
法
の
改

正
に
よ
り
、
一
定
の
条
件
に
該
当
す

る
住
宅
用
の
建
築
物
に
あ
っ
て
は
、

第
一
種
住
居
地
域
、
第
二
種
住
居
地

域
、
準
住
居
地
域
、
近
隣
商
業
地
域

及
び
準
工
業
地
域
内
で
は
、
都
市
計

画
で
定
め
た
容
積
率
を
割
り
増
す
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、

播
磨
町
で
は
従
前
の
通
り
都
市
計
画

で
定
め
た
容
積
率
で
運
用
し
ま
す
。

建
ぺ
い
率
の
指
定
に
つ
い
て
は
、

次
の
通
り
都
市
計
画
変
更
の
案
の
縦

覧
を
行
い
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間

10
月
３
日
(木)
〜
16
日
(水)

▼
縦
覧
場
所

都
市
計
画
課

※
本
案
に
意
見
の
あ
る
方
は
10
月
16

日
(水)
ま
で
に
播
磨
町
長
あ
て
に
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
・
意
見
書
提
出
先

都
市
計
画
課

1
０
７
９
４
（
３
５
）
２
３
６
６

診
断
は
「
住
宅
耐
震
診
断
員
」
が

皆
さ
ん
の
住
宅
へ
派
遣
さ
れ
、
簡
易

な
方
法
で
行
い
ま
す
。

▼
対
象
建
築
物

昭
和
56
年
５
月
以

前
着
工
の
住
宅
。
店
舗
併
用
住
宅
な

ど
の
場
合
は
、
延
べ
面
積
の
半
分
を

超
え
る
部
分
が
住
宅
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

※
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
住
宅
や
、
丸
太

組
工
法
の
住
宅
は
対
象
外
で
す
。

※
建
物
の
区
分
所
有
等
に
関
す
る
法

律
（
区
分
所
有
法
）
が
適
用
さ
れ
る

住
宅
は
、
管
理
組
合
の
議
決
書
な
ど

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
建
築
図
面
な
ど
を
備
え
て
い
れ
ば

診
断
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
ま
す
。

▼
診
断
予
定
戸
数

60
戸

▼
診
断
料

無
料

▼
申
し
込
み
対
象

住
宅
の
所
有
者

▼
申
し
込
み

都
市
計
画
課

1
０
７
９
４
（
３
５
）
２
３
６
６

耐
震
改
修
工
事
に
要
す
る
借
入
資

金
に
対
し
て
５
年
間
の
利
子
補
給
を

行
う
耐
震
利
子
補
給
制
度
が
７
月
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

▼
利
子
補
給
期
間

５
年

▼
利
子
補
給
対
象
限
度
額

個
人
住

宅
１
千
万
円
　
マ
ン
シ
ョ
ン
240
万
円

（
１
戸
当
た
り
）

▼
利
子
補
給
率

１
・
７
％
（
融
資

利
率
を
限
度
）

▼
対
象
住
宅

昭
和
56
年
５
月
以
前

着
工
さ
れ
た
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
含

む
）
で
耐
震
診
断
の
結
果
、
安
全
性

が
低
い
と
診
断
さ
れ
た
も
の

▼
対
象
者

住
宅
金
融
公
庫
リ
フ
ォ

ー
ム
融
資
、
県
民
住
宅
ロ
ー
ン
、
ま

た
は
民
間
融
資
を
受
け
住
宅
の
耐
震

性
向
上
の
改
修
を
行
っ
た
方

▼
事
業
期
間

５
年
間
（
平
成
14
年

〜
18
年
度
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

兵
庫

県
建
築
指
導
課
1
０
７
８
（
３
６
２
）

３
６
１
０
・
兵
庫
県
民
間
住
宅
室
1

０
７
８
（
３
６
２
）
３
６
１
１

情情
・・
報報
・・
のの
・・
ぺぺ
・・
ええ
・・
じじ
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情情情情
・・・・
報報報報
・・・・
のののの
・・・・
ぺぺぺぺ
・・・・
ええええ
・・・・
じじじじ

▼
日
時

10
月
７
日
(月)
・
25
日
(金)
午

前
９
時
〜
11
時

▼
場
所

産
業
生
活
課

▼
引
取
手
数
料

千
700
円
（
生
後
91

日
以
上
は
１
匹
、
生
後
90
日
以
内
は

１
回
に
つ
き
10
匹
ま
で
）

※
前
記
以
外
の
日
時
で
は
、
引
き
取

り
で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ

産
業
生
活
課

1
０
７
９
４
（
３
５
）
２
３
６
４

▼
日
時

毎
週
水
曜
日
　
午
前
10
時

15
分
〜
10
時
35
分

▼
場
所

加
古
川
健
康
福
祉
事
務
所

裏
庭
（
印
鑑
持
参
）

▼
引
取
手
数
料

千
700
円
（
生
後
91

日
以
上
は
１
頭
、
生
後
90
日
以
内
は

１
回
に
つ
き
10
頭
ま
で
）

※
時
間
は
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

明
石
健
康
福
祉
事
務
所
衛
生
課

1
０
７
８
（
９
１
７
）
１
１
２
９

犬
の
散
歩
に
行
く
と
き
は
、
必
ず

フ
ン
の
始
末
を
行
い
、
フ
ン
は
自
宅

に
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

犬
の
フ
ン
ボ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て

犬
の
フ
ン
ボ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
は
、

啓
発
用
に
設
置
を
し
て
お
り
、
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
こ

に
入
れ
ず
に
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

マ
ナ
ー
が
悪
い
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、

随
時
、
移
動
も
し
く
は
撤
去
し
ま
す
。

●
㈱
富
士
土
木
興
業

（
住
所
）
加
古
川
市
加
古
川
町

寺
家
町
３
５
２
―
７

1
０
７
９
４
（
５
３
）
６
５
０
０

▼
問
い
合
わ
せ

工
務
課

1
０
７
９
４
（
３
５
）
２
３
７
３

加
古
川
・
高
砂
・
播
磨
・
稲
美
の

２
市
２
町
の
行
政
情
報
番
組
「
東
播

磨
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
」
の
放
送
時
間

が
10
月
１
日
か
ら
変
わ
り
ま
す
。
10

月
の
特
集
前
半
は
「
い
な
み
文
化
の

森
オ
ー
プ
ン
10
周
年
」
後
半
は
「
ぶ

ら
り
高
砂
ラ
リ
ー
２
０
０
２
」
で
す
。

▼
放
送
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
、

午
後
０
時
15
分
〜
、
午
後
５
時
〜
、

午
後
11
時
〜

午
前
８
時
〜
、
午
前
11
時
〜
、

午
後
３
時
15
分
〜
、
午
後
８
時
〜

午
前
８
時
15
分
〜
、
午
後
３
時
〜
、

午
後
９
時
30
分
〜

広報はりま2002.10

く
ら
し

犬
の
引
き
取
り

猫
の
引
き
取
り

Ｂ
Ａ
Ｎ
‐
Ｂ
Ａ
Ｎ
テ
レ
ビ

「
東
播
磨
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
」
の

放
送
時
間
が
変
わ
り
ま
す
！

犬
の
フ
ン
の
始
末
を
し
よ
う
！

税関では、住民の生活を脅かす、けん銃・麻薬などの密輸を取り締まるため、広く皆様からの情報提供をお願いしております。密輸フリーダイヤル（24時間受付）90120（461）961けん銃・麻薬から守ろう
あなたのかけがえのない人を！

お
知ら

せ

水
　
道

給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
指
定

日時　11月14日(木)午前10時～11時30分・　
　　　午後1時30分～3時�
場所　明石西公園　出会いの広場�
　　　（明石市北王子町）�
※雨天の場合は明石川水道サービスセンター
会議室�
募集人員　40組（午前・午後各20組・先着順）�
応募要件　次のいずれにも該当する場合に応
募できます。�
　①生後4ヵ月～1年の飼い犬�
　②犬の登録と狂犬病予防注射及び7種（5種）
混合ワクチン接種が完了しているもの�

実施内容　①しつけの必要性と基本②しつけ
の実技③ゲーム�
参加費　無料�
申し込み・問い合わせ　10月2日(水)午前9時よ
り電話にて、明石健康福祉事務所衛生課へ
1078（917）1129

こ
ん
な
時
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？�

Ｑ
　
私
は
昭
和
12
年
２
月
20
日
生
ま
れ
で
今

年
65
歳
に
な
り
ま
す
。

私
に
は
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
期
間
が

５
年
と
免
除
を
受
け
た
期
間
が
３
年
あ
り
ま

す
が
、
年
金
額
は
い
く
ら
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。

Ａ
　
保
険
料
を
納
め
た
期
間
が
決
め
手
で
す
。

老
齢
基
礎
年
金
の
額
は
、
保
険
料
を
納
め

た
期
間
、
免
除
を
受
け
た
期
間
、
加
入
可
能

年
数
を
も
と
に
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
加
入

可
能
年
数
は
本
人
の
生
年
月
日
に
よ
っ
て
決

ま
っ
て
い
る
の
で
、
年
金
額
は
保
険
料
の
納

付
期
間
が
ど
れ
だ
け

あ
る
か
が
決
め
手
に

な
る
の
で
す
。
ま
た
、

納
付
が
困
難
で
あ
っ

た
と
き
に
免
除
申
請

し
て
承
認
さ
れ
た
期

間
も
年
金
計
算
に
算

入
さ
れ
ま
す
。
あ
な

た
は
加
入
可
能
年
数

が
35
年
で
す
の
で
、

５
年
間
の
未
納
期
間

と
３
年
間
の
免
除
期

間
以
外
は
す
べ
て
保

険
料
を
納
め
ら
れ
た

と
し
て
計
算
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

Ａ Ｑ

★老齢基礎年金（65歳請求時）の計算式〔14年度〕�

804,200円×
保険料を納めた月数＋保険料を全額免除の月数×１／３＋保険料を半額免除の月数×２／３�

あなたの場合は　804,200円×27年×12月＋3年×12月×１／３＝643,400円�
35年×12月�

加入可能年数×12（月）�

受給資格期間と加入可能年数�

国民年金制度が発足したのが昭和36年4月
1日ですので、そのとき20歳以上の人は、
60歳になるまで40年間加入することがで
きません。それらの人には生年月日により、
表のとおり短縮措置がとられています。�
※受給資格期間とは、老齢基礎年金を受け
るための最低必要な期間。�

受給資格期間と加入可能年数早見表�

問い合わせ　加古川社会保険事務所　10794（27）4511

生年月日�
昭和10年4月2日～昭和11年4月1日�
昭和11年4月2日～昭和12年4月1日�
昭和12年4月2日～昭和13年4月1日�
昭和13年4月2日～昭和14年4月1日�
昭和14年4月2日～昭和15年4月1日�
昭和15年4月2日～昭和16年4月1日�
昭和16年4月2日～以後�

34年（408ヵ月）�
35年（420ヵ月）�
36年（432ヵ月）�
37年（444ヵ月）�
38年（456ヵ月）�
39年（468ヵ月）�
40年（480ヵ月）�

25年（300ヵ月）�

受給資格期間� 加入可能年数�

▲
�

認
可
外
保
育
施
設
の
設
置
に

か
か
る
届
け
出
に
つ
い
て

建
築
基
準
法
等
の
改
正
に
よ
り

建
ぺ
い
率
を
指
定
し
ま
す

無
料
で
耐
震
診
断
を

実
施
し
ま
す

住
宅
耐
震
改
修
促
進
利
子

補
給
制
度
の
ご
案
内

　
山
陽
電
車
播
磨
町
駅
北
地
区
優
良

建
築
物
等
整
備
事
業
の
中
で
兵
庫
県

住
宅
供
給
公
社
に
よ
っ
て
建
築
さ
れ

た
マ
ン
シ
ョ
ン
「
セ
フ
レ
播
磨
」
の

２
階
の
一
部
を
播
磨
町
が
「
公
益
施

設
」
と
し
て
取
得
し
、
播
磨
町
に
は

な
い
、
ま
た
は
比
較
的
少
な
い
医
療

機
関
を
誘
致
（
賃
貸
）
し
、
診
療
科

目
の
充
実
を
図
る
計
画
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
10
月
１
日
か
ら
「
整

形
外
科
」
「
耳
鼻
咽
喉
科
」
「
眼
科
」

が
診
療
を
始
め
ま
す
。
ま
た
、
来
年

４
月
か
ら
「
皮
膚
科
」
が
開
業
さ
れ

る
予
定
で
す
。
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
�

1
０
７
９
４
（
３
５
）
２
３
６
２
�

▲セフレ播磨

�

加古川市�

稲 美 町 �

播 磨 町 �

件　数�傷　者�死者�

1,737�

228�

167

（＋120）�

（＋30）�

（＋1）�

2,090�

291�

206

（＋88）�

（＋21）�

（＋9）�

10�

2�

1

（＋4）�

（±0）�

（＋1）�

平成14年8月末現在�
（昨年比）�

近年、Ｏ－157やクリプトスポリジウムなどの病原性
微生物や有害化学物質による地下水汚染が全国的に問
題となっています。
あなたが飲用している井戸水は安全でしょうか。飲

用にはぜひ水道水を利用されることをお勧めします。
町の水道では、重金属や農薬など有害化学物質・病原
菌の有無など46項目にわたる検査をして、水道水とし
ての水質基準をクリアした水を供給しており、また、
安全な水を供給するため、日夜を問わず水道原水の監
視や施設の維持管理が行われています。
何らかの理由で、井戸水を利用する場合は、自己責

任で、定期的に水質検査を行い、安全を確認して下さ
い。また、飲み水として利用する場合は、生水を飲ま
ないで、必ず煮沸して飲むようにしましょう。
問い合わせ 加古川健康福祉事務所

薬務・生活衛生課 10794（22）0001

▲

月・水・金火・木土・日


